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形
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過
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―
』
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環
境
政
策
は
公
共
政

策
の
な
か
で
比
較
的
新

し
い
政
策
分
野
で
あ
る
。

環
境
政
策
が
政
策
課
題

と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ

た
時
期
に
は
、
す
で
に

発
達
し
て
い
た
様
々
な

公
共
政
策
、
社
会
政
策
、

産
業
政
策
、
開
発
政
策

等
が
作
り
出
し
た
組
織
と
制
度
が
存
在
す
る

な
か
で
、
そ
れ
ら
の
政
策
の
存
在
を
前
提
と

し
て
形
成
さ
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
。

　
公
共
政
策
に
は
そ
れ
ぞ
れ
政
策
課
題
と
し

て
取
り
上
げ
ら
れ
た
順
序
が
あ
り
、
先
行
す

る
政
策
に
対
し
て
は
「
後
発
」
で
あ
る
が
、

多
く
の
場
合
そ
れ
は
相
対
的
な
順
番
に
す
ぎ

な
い
。
し
か
し
、
環
境
政
策
の
形
成
に
お
い

て
は
、
そ
の
「
後
発
性
」
が
決
定
的
に
重
要

な
条
件
と
な
る
。
そ
れ
は
「
環
境
」
が
他
の

公
共
政
策
と
は
異
な
っ
た
利
害
構
造
を
持
ち
、

他
の
多
く
の
政
策
分
野
と
深
く
関
連
し
、
そ

れ
ら
を
調
整
す
る
複
雑
な
交
渉
過
程
を
必
要

と
す
る
分
野
だ
か
ら
で
あ
る
。「
環
境
」

（the environm
ent

）
は
、
他
の
公
共
政
策

の
対
象
と
は
異
な
り
、
特
定
の
関
係
者
が
そ

の
利
害
を
代
表
す
る
こ
と
が
容
易
で
は
な
い
。

他
の
多
く
の
利
害
が
「
環
境
」
と
関
わ
り
、

環
境
政
策
を
行
う
た
め
に
は
そ
れ
ら
の
利
害

と
の
調
整
が
必
要

で
あ
る
。
し
か
し

「
環
境
」
そ
れ
自

体
は
広
く
薄
く
多

く
の
主
体
と
関
わ

る
も
の
で
あ
り
、

各
主
体
に
と
っ
て

最
も
重
要
な
利
害

と
は
な
り
に
く
い
。

　
後
発
国
に
お
け
る
環
境
政
策
の
形
成
に
は

経
済
開
発
の
「
後
発
性
」
も
影
響
す
る
。
後

発
国
で
は
、
先
進
国
で
発
達
し
た
技
術
や
知

識
を
用
い
て
産
業
化
を
推
進
し
、
経
済
成
長

を
加
速
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
先
進

国
の
進
ん
だ
方
策
を
導
入
し
て
環
境
政
策
を

推
進
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
経
済
開
発
政
策
が
環
境
保
全
よ
り
も

優
先
さ
れ
や
す
い
。
経
済
開
発
の
「
後
発

性
」
は
、
公
共
政
策
と
し
て
の
「
後
発
性
」

が
政
策
形
成
を
阻
害
す
る
効
果
を
強
調
す
る
。

　
た
だ
し
、
公
共
政
策
と
し
て
の
「
後
発

性
」
は
必
ず
し
も
単
純
な
要
因
で
は
な
い
。

環
境
問
題
の
多
く
は
、
産
業
公
害
、
鉱
害
に

み
ら
れ
る
よ
う
に
、
産
業
化
の
初
期
か
ら
発

生
し
て
い
た
が
、
十
分
に
対
策
が
採
ら
れ
ず
、

経
済
成
長
が
加
速
す
る
と
と
も
に
被
害
が
拡

大
し
た
。
産
業
公
害
や
自
然
資
源
の
劣
化
が

「
環
境
問
題
」
と
し
て
括
ら
れ
、
定
式
化
さ

れ
る
こ
と
で
、
問
題
と
し
て
の
「
新
し
さ
」

が
強
調
さ
れ
、
社
会
問
題
と
し
て
人
々
の
関

心
を
集
め
た
。「
環
境
」
は
「
資
源
」
等
、

古
く
か
ら
存
在
し
た
も
の
と
は
異
な
る
領
域

と
し
て
、
政
策
課
題
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
既

存
の
行
政
組
織
に
は
当
て
は
ま
ら
な
い
領
域

と
し
て
政
策
形
成
さ
れ
た
。
そ
の
利
害
を
代

表
す
る
主
体
が
ま
だ
存
在
し
な
い
こ
と
に
は
、

政
治
家
や
社
会
運
動
団
体
に
先
乗
り
を
競
わ

せ
る
効
果
も
あ
り
、
利
害
調
整
を
む
し
ろ
容

易
に
す
る
場
合
も
あ
っ
た
。

　
本
書
は
、
以
上
の
よ
う
な
関
心
か
ら
組
織

し
た
共
同
研
究
の
成
果
で
あ
る
。
第
一
章

（
大
塚
健
司
）
で
は
、
中
国
で
二
〇
〇
五
年

に
発
生
し
た
松
花
江
水
汚
染
事
故
を
事
例
に
、

災
害
対
応
と
政
策
形
成
の
重
層
化
プ
ロ
セ
ス

に
着
目
し
、
上
か
ら
の
監
督
検
査
と
い
う
既

存
の
政
策
フ
レ
ー
ム
に
よ
る
政
策
対
応
と
責

任
追
及
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
か
を
明
ら

か
に
す
る
。
第
二
章
（
船
津
鶴
代
）
は
「
タ

イ
二
〇
一
一
年
大
洪
水
」
を
契
機
に
大
き
な

展
開
が
あ
っ
た
水
資
源
管
理
政
策
を
取
り
上

げ
、
従
来
の
緩
慢
な
制
度
変
化
を
破
る
変
革

が
な
ぜ
生
じ
、
な
ぜ
そ
れ
が
政
争
へ
と
転
じ

た
の
か
を
、
問
題
の
背
景
に
あ
る
「
局
支

配
」
の
持
続
に
よ
っ
て
分
析
す
る
。
第
三
章

（
佐
藤
仁
・
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
）

で
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
ト
ン
レ
サ
ッ
プ
湖
で

の
漁
区
シ
ス
テ
ム
撤
廃
が
も
た
ら
す
影
響
を
、

資
源
を
め
ぐ
る
国
家
と
社
会
、
そ
の
関
係
に

影
響
を
与
え
て
き
た
資
源
関
連
部
局
の
相
互

作
用
に
着
目
し
な
が
ら
検
討
す
る
。
第
四
章

（
寺
尾
忠
能
）
は
、
台
湾
で
最
初
の
環
境
法

で
あ
る
一
九
七
四
年
の
水
汚
染
防
治
法
の
制

定
過
程
を
分
析
し
、
権
威
主
義
体
制
下
で
環

境
政
策
が
進
ん
だ
背
景
と
し
て
、
議
会
の
部

分
的
な
改
選
に
よ
っ
て
加
わ
っ
た
議
員
ら
が

市
民
の
関
心
を
反
映
さ
せ
、
環
境
問
題
へ
の

対
策
を
要
求
し
た
こ
と
等
を
明
ら
か
に
す
る
。

第
五
章
（
喜
多
川
進
・
山
梨
大
学
生
命
環
境

学
部
）
は
、
ド
イ
ツ
の
一
九
九
一
年
容
器
包

装
令
の
制
定
過
程
を
取
り
上
げ
、
こ
の
政
策

は
拡
大
生
産
者
責
任
の
先
進
的
導
入
例
と
し

て
環
境
政
策
の
面
を
持
つ
一
方
、
リ
サ
イ
ク

ル
産
業
の
発
展
を
目
指
し
た
産
業
政
策
で
も

あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
第
六
章
（
及

川
敬
貴
・
横
浜
国
立
大
学
大
学
院
環
境
情
報

研
究
院
）
で
は
一
九
三
〇
年
代
の
ニ
ュ
ー

デ
ィ
ー
ル
期
の
保
全
政
策
を
取
り
上
げ
、
ア

メ
リ
カ
政
治
史
上
初
め
て
の
環
境
行
政
改
革

が
権
限
の
統
合
に
失
敗
し
た
原
因
と
し
て
、

「
保
全
」
と
い
う
古
く
か
ら
あ
っ
た
理
念
を

用
い
た
こ
と
を
指
摘
し
、
一
九
六
〇
年
代
か

ら
七
〇
年
代
に
は
「
環
境
」
と
い
う
「
後
発

の
理
念
」
に
よ
っ
て
改
革
が
実
現
さ
れ
た
こ

と
を
明
ら
か
に
す
る
。

　
い
ず
れ
の
章
で
取
り
上
げ
る
事
例
も
「
資

源
」
か
ら
「
環
境
」
へ
の
問
題
設
定
の
推
移

が
見
ら
れ
る
が
、「
環
境
」
は
新
し
い
フ

レ
ー
ミ
ン
グ
と
し
て
政
策
形
成
の
機
能
を
常

に
持
つ
と
は
限
ら
な
い
。
政
治
的
自
由
と
民

主
主
義
は
そ
の
前
提
条
件
の
ひ
と
つ
と
考
え

ら
れ
る
。
資
源
・
環
境
政
策
の
形
成
過
程
に

「
後
発
性
」
が
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る

か
、
さ
ら
な
る
事
例
研
究
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

（
て
ら
お
　
た
だ
よ
し
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所

　
環
境
・
資
源
研
究
グ
ル
ー
プ
）


